


































伊藤裕道「刊行 100年斎藤秀三郎 PrncticalEnglish Grammar (1898-99）を読む」（『日本英語教育史






Transitive Verb. （他動詞）には、上述の通り、異なった用法が 2つある：ー
(I )Active Voice （能動態）として、 Agent（行動主髄）が Subject（主語）となる場合。
We must do som巴thing.（僕らは何か主主旦ならぬ）
(II) Passive Voice （受動態）として、 Objectof the Action （行動の客種）が Subject（主語）と
なる場合。
























下、『ピ子ヲ氏直誇』と略称）』 或いは、大学南校（開成所後身）で用いられた G.P. 
Quackenbos, First book in English grammar並びに、訳述書『格賢勃斯氏英文典直謹（『格













8日本英語教育史学会編、『日本英語教育史年表明治』（h tto ://hiset. io/n -meiii.htm2014年 10月 1日







ことから、その検討に入る前に当該期の英語史における Verbs周辺、殊に Passivevoice 
に纏わる史的発達とその定義について些かの把握が必須と考える。
よって、その手がかりとして、古英語（OE）期、並びに、中英語（ME）期に関する文法書か
らHenrySweet (1891）の Passivevoice に纏わる解説を引用の上、これを概観したい。
英語史上、何世紀頃に Passivevoiceなる文法範鴫についての記述がなされたのであろ
うか。かつ、その定義として、どのよ うな解説がなされたのであろ うかを探る。
The passive voice, and many forms of the active voice as well, are expressed by the 
combination of auxiliary verbs with the pret. partic. and, more rarely, the pres. 
partic. The chief auxiliary verbs are wesan‘be, ' weorpan ' become，‘（中略） as in 
he was gefunden, he wearli gefunden ' he was found，‘（後略）
（引用文中、太字、下線は筆者による）
(p.364) 
上に引用した解説のくだりは、その著書 ENGLISHGRAMMAR GOGICAL AND 
HISTORICALくVERBSOld-English 1181-1182＞より抜粋したものであるが10、左記のタ
イトノレが示す通り、く Old-English〉についての記述であることから、スイートによ るこの
指摘は、 OE期（筆者註 ；西暦 700年から 1100年頃）において、 Passivevoiceなる文法
範曙、並びに、用語がこの期にあって既に用いられていたことを示す証左といえよう 11。
ここで、上に示した見解について些かの検討を加えたい。スイートによれば、受動態は、助
動詞‘ tobe ‘の定形と動詞の過去分詞と の結合により表されるのが一般的であり、その際、 he
was gefunden, he wearp gefunden ( = he was found，） の例にみるように、用し、られる主な
助動詞は wesan(=be）の定形、並びに、weorpan( = become）であるとした定義が確認され
90EDによれば、‘Voice，＇並びに、’ Passivevoice‘について、以下の記述をみる。
Oxford Dictionary of English, Second Edition, Oxford University Press, 2001。
‘Voice ' Grammar a form or set of forms of a verb showing the relation of the subject to 
one action: the passive voice. (p. 1971）。
‘Passive voice' GTammar denoting a voice of verbs in which the subject undergoes the action of 
the verb ( eg. they we.rθkl刀ed.as opposed to the active form he killed them., the 
opposite of ACTIVE ）。
lOSweet, Henry ENGLISH GRAMMAR GOGICALAND HISTORICAL, Oxford, 18910 
11 Voiceの起源に纏わる先行研究で、我が国における英学史の視点を基とした研究として、筆者は井田
氏（1968）にみる論稿を知るに至った。
井田氏によれば、左記の論稿の中で、 Voiceの文法用語としての初出が 1382年（筆者注 ；ME.（中英語
期）の中頃）、Wyclifによるものであろうと推定されるという。以下、参照されたい。
「明治における英文法範曙 ・訳語の変遷J（『言語科学』第 4号、九州大学言語会 1968)
Voiceの文法用語としての初出例は、OEDによれば、ずいぶん古いようであり、（例、 1382Wyclif 
Prol.57 A participle of a present tens, either preterit, ofactifvois, either passif.），また文法
上の問題点を多々含んでいるようであるが（Cf.Jespersen, The Philosophy of Grammar('?'?), 




ころのくbe＋過去分詞＞で、示す statalpassive並びに、くbecomeI get ＋過去分詞＞で示す
actional passiveの起源が、既に OE期にあったことも、スイートは明示しているように
思う 120
















5.1.1 Groot 陪'Oordenboekder Engelsche en Nederduytsche Taalθn 15 (1735) 

















15Sewel, W. Groot 防匂ordenboekder Engelsche Taalen, Amsterdam, 17350 
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[ Werkwoorden I verbs] Lijdende werkwoord (passive verb) Of Verbs. 
Actives betoken the doing of a thing, as Onderwiizen to teach. 
Hooren to hear. Leezen to read. Passives are such whereby a person or thing is 
moved or someway affected, as Onderwiizen worden to be taught. veracht 















Sewelによる GrootWoordenboθk der Engelsche en Nederduytsche Taalenとされて
いるが、この点で、筆者は些か疑問を呈したい。他の原書に依拠した可能性もあろう
と推定したい。






16本木正栄、馬場貞歴等詩編 『諾厄利E語林大成』、文化 11年 （1814）。 （「長崎原本『詰厄利亜諾林
大成』研究と解説」1981年）。ここで、井田氏による句読点、 総振 り仮名つきの上、 新字体を用いた
資料となっており、 5.12ではこれを引用した。
17馬場貞由詩編 『訂正 蘭語九品集』、文化 14年 （1817）。
??




5.2 1 English Grammar （原本）18 (1822) 
A Verb Passive expresses a passion or suffering or receiving of an action.and 
necessarily implies an object acted upon; necessarily implies an object acted 
upon, and an agent by which it is acted upon; I love Penelope. Penelope is [sic] 
loved by me. (p. 70) 
L. Murrayによる本書の重訳とされる後述の『英文鑑』、及び、 本書を底本とした下の
F. M. Cowanによる EngelschθSpraakkunst （『英文鑑』の底本とされる） に示され
た文法用語、概念、また、その例文において、本書との聞に大きな異同がみられる。
English Grammarでは動詞の一種として VerbPassiveがあり、 Voiceとし、う文法範曙
はない。ただ、その概念については的確な解説がみられる。その例として Ilove Penelope. 
Penelope is loved by meとあり VerbActiveと対比した例文を載せている。
5.2 2 Engelsche Spraakkunst19 （底本） ( 1829) 
Het Lijdende werkwoord duidtaan, dat men iets lijdt of ondergaat；；出旦店旦主
worden I to be renroved. gehast worden I to be hated. (p.44) 
動詞の一種として Lijdendewerkwoordの文法用語が確認されるものの、上記 5.2.1
と同じく、 Voiceという文法範曙はない。Lijdendewerkwoordについての解説、また、
その例文として benjsptwarden I to be rθ'Provθd, gehast warden I to be hated.点、挙げら
れているが、これは底本とされる上掲書 EnglishGrammarにみる例文（句）との聞に、
大きな異聞がみられる。
この点で、本書の訳者 F.M.Cowanが唯一、 LindleyMurrayによる上記 5.2.1の文法書を
底本としたとする先行研究にみる見解について、さらなる調査が必要ではないかと筆
者は考える。
5.2 3 『英文鑑』 20 (1840-41) 
［上巻 巻之五動辞二］
所動辞ハ他ヨリ己ニ受ノレ事業ヲ言フ辞ナリ beriisntworden I to be renroved異
18Murray, Lindley English Grammar London, 18220 
19Cowan, F. M. Engθlsche Spraakkunst, Amsterdam, 18290 
20渋川｜敬直課述／藤井資補訂『英文鑑』 天保 11一12年（1840-41）。
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た、その例文（benjsptword en I to be reproved, gehast word，θn I to be hated.）については、
ともに底本とされる上掲書 Engθ＇lscheSpraakkunstと全く一致する。
しかし、原本とされる EnglishGrammar (5.2 2）との聞には大きな異同がみられる。
『英文鑑』が原書の英語版からではなく、蘭訳本からの重訳であるとする証左といえよう。
5.3『英吉利文典（木の葉文典）』について
5.3 1『英吉利文典（木の葉文典）原本22 （原題 ThθElementaryCatechisms, English 
Grammar）』23 ( 1865) 
Lesson 43 
Q. Are not some verbs called passive ? 
A. Some verbs are called passive, but not properly so, as they do not become 
passive in meaning by inflection but by the addition of an auxiliary as : I 
advised.-is active, but prefixing the word am, it is said to become passive ; 
thus-I am「sic]advised. (p. 41) 
動詞の一種として passive (verbs called passive，） があり 、ここでも Passivevoiceと
いう文法範時はない。 しかし、その概念について的確な解説がみられ、また、activeを示
し、例文 Iadvised.とIam [sic] advised.を対比させている。
5.3 2.『英吉利文典字類』 24 (1866) 







ると ころがあることが判明した。」 （同書 p.624）。
22『英吉利文典（通称「木の葉文典J）』慶応元年（1865) （原題 ：The Elementary Catechisms, English 
Grammar, London, 1850) Q&A形式による英文法書であるが各品詞についての簡略な解説に留まる。
23石原千里「TheElementary Catechisms, English Grammar, 1850一『伊吉利文典』、『英吉利文典』 （木



















5.4.1慶応義塾読本『ピ子ヲ氏原板英文典』（原題 PrimaryGrammaβ26 ( 1869) 
PROPERTIES OF VERBS, Active and Passive Voices 
What is meant by the active voice of verb ? 
The Active voice is that form of a verb in which the nominative denotes the 
actor, as‘John乏皇自主James，‘ wherestruck is the active voice. 
What is meant by the passive voice of verb? 
The Passive voice is that form of a verb in which the nominateve [sic] 
represents-the suffer, or receiver of the action ; as‘James was struck by John, 





確な解説、さらに、対比させた例文（John乏主盟主James.I James was struck by John，）も
確認できる。
25他に、 acquired 「庭分J得ラレタル、 added「慮分」附ケ加へラレタノレ、 agreed 「慮分」一致サレ






ノ〈（飛車により中略）於テ 働キカケノ態ニジョヌハ打チシゼ ｜ムス ヲ」何ガ ル
カ顕ノ＼サ由テ受動態ニ
受動態ハアノレ其ノ 形デノ動詞 於テハニ所ノ 主格ガ顕ワス受ケ者乃チ受
者ヲノ 働キ警エパ （中略） 於イテ 受ケ身ノ態ニゼ｜ムスガ打レシ由テ
ジョヌニ （六十四～六十五頁）
本書は解説、例文もすべて和文で記述されている、原語（英語）による表記は一切ない。

















5.5.1 First book in English grammar （原本） 28 
CHAPTER VI -OF VERBS 
( 1875) 
The subject of a transitive verb may be represented in two ways . 
When its subject is represented as acting, the verb is said to be in the Active 




28Quackenbos, G. P. First hook in English grammar, New York, 18750 
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the Passive voice. 
1. as acting (the Active Voice); Bees旦盆主f!.honey. 

























5.6.1 ThθFirst Linθs of English Grammar （原本） 30 (1877), 
Verbs are divided again, with respect to their signification into four classes ; 
active-transitive, active-intransitive, passive, and neuter.（筆者により中略）
A passive verb is a verb that represents its subject, or nominative, as being 
acted upon; as, I am comoelled. (p. 39) 
29大学南校助教誇『格賢勃斯英文典直謹』明治 3年（1870）。本書のほか丸山作楽『格賢勃斯語英文典
上、中、下』盤之屋、書写年不明、『格斯氏英文典独学』がある参照されたい。




の記載がなく、当然、 Passiveverbの例文 Iam compelled.に対比する例文もない。
5.6.2中西範誇『ブラウン氏英文典直誇』 31 (1884) 
受動詞ハ動詞デアノレソレハ働キ掛ケラル＼寸（筆者註 ：事）トシテ、ソレノ主詞或










5.6.3源綱紀誇述『ブラウン氏英文典直誇全』 32 ( 1886) 
其レ受働詞ハ働キヲ表出スル寸ヲ理会セザル可カラズ 併シ乍ラ働キハ受ケ綱
．読（ママ）ニ依テ行レサソレナリ我ハ強ラル （百四十七頁）





しかし、ここでは、例文でも原語（英語）が用いられず、原文の例文 (Iam comoelled.) 
の記載がない。片仮名交じりの和文（我ハ強ラノレ）で表記されており、 この点が中西範誇
と大きく異なる。さらに、中西範詳（5.62）と同じく、「受働詞」に対応する文法術語（現








文法範曜とは切り離され、別の文法範轄として Voice( Active voice, Passive voice）が初

































































Lowth, Robert A Short Introduction to English Grammar, LONDON, 1762 
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